
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

           

富岡市家庭教育支援チーム 

 （呼称：  ＮＰＯ法人 みんなのおうえん団           ） 

 URL：  minnanoouendan.org 

 

②活動拠点 富岡公民館、高瀬公民館 

③活動範囲 
市立富岡小学校校区、市立高瀬小学校校区 

市立東中学校校区、市立南中学校校区 

④組織体制 

 

１９人 

 

子育てサポーター １２人、 元教員 １人、 民生委員 １人、  

ケアマネージャー １人、 ピアニスト １人、 薬剤師 １人 

地域おこし協力隊 １人、 心理カウンセラー １人 

 

⑤活動開始年度 平成２９年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

代表理事  靏田 あずさ 

（TEL）０９０－５５６７－５１５３ （E-mail）yozefu-3.29@coral.plala.or.jp 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☐乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

１ 保護者等への学びの場の提供 

子育て講座の開催 

 ・保護者の悩みが少しでも解消されるようなヒントが得られ、少しでも気持ち

が楽になれるよう、子育てに関する講座を開催している。 

 （ほめて育てるコミュニケーション・トレーニング思春期編講座の様子を添付） 

 ・講座の企画運営は多方面から考えられるよう、元教員や心理学部、教育学部、

医学部などの学生と連携している。 

 ・希望者にはカウンセラーと一対一で話せる相談体制を整えている。 

 

２ 保護者等への地域の居場所づくり 

保護者ルームの開設 

 ・月１回と学校の長期休業中に、市内公民館で小学生、中学生、高校生を対象と 

した昼食付き無料学習会を開催しており、同時に保護者の心の安定が子ども 

の心の安定に繋がると考え、保護者同士の交流の部屋を設けている。子ども 

だけでなく、保護者の居場所にもなっている。 

 ・ストレッチや座談会などを行い、気軽に来てもらえるような工夫をしている。 

 ・保護者に周知してもらえるよう、昼食付き無料学習会のチラシに保護者ルー

ムの案内欄を設け、市教育委員会を通じて活動拠点の学校に配布している。

（昼食付き無料学習会のチラシを添付） 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

○カウンセラーとの一対一の相談や座談会では、話せる場所ができ気持ちが楽になっ

たという言葉が聞かれた。 

○子育て講座では、勉強になった。活用してみたい。このような話を知っているのと知

らないのでは違うので、子育て中の母親にもっと届くといい。などと感想があった。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                            ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

（赤い羽根共同募金、公益財団法人さわやか福祉財団、内閣府子供の未来応

援国民運動、太陽誘電（株） ） 

 


